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1. はじめに 
地震・津波が発生した際，被災が予想される

地域住民（以下，居住者等）の避難は重要であ

る．避難場所の確実な利用のため，居住者等に

よる解錠を可能とするキーボックスの設置が行

われているが，利用者への周知が進んでいない．

キーボックスの運用には，確実な解錠を可能と

していない点，平時の避難場所の防犯管理を難

しくする点の２つの問題があり，胆振東部地震

時の札幌の避難所について検討した．本研究で

は，発災時のみ，避難場所へ参集した居住者等

のスマートフォンに対し，キーボックスの存在

を通知することで，上記の問題点を改善するシ

ステムを開発した． 

2. 発災時の解錠についての現状 
2．1 既存のシステム 

キーボックスを用いた既存のシステム（既存

システム）では，事前にキーボックスの解錠番

号を居住者等と共有する方法や，キーボックス

に施設管理者の電話番号を記載し，避難施設利

用時に解錠番号を問い合わせる方法が用いられ

ている．既存システムは，避難場所に参集した

時，施設管理者が不在の場合でも，居住者等に

よる解錠が可能となる利点がある． 

 一方で，懸念する点は，施設管理者が被災者

となった場合，電話が不通のため，居住者等に

よる解錠を行うことが不可能である． 

2018年 9月未明に発生した胆振東部地震では，キ

ーボックスが設置されているにもかかわらず，

キーボックスの周知不足，ブラックアウトによ

る電話の不通によって，避難施設が解錠されな

かった事例が報告されている． 

2．2 実用化されているシステムと課題 

 既存システムの懸念点の解決法として，発災

時，避難場所に設置されているキーボックスを 

施設管理者が遠隔で解錠できるシステム [2]や， 

 

 

 

 

 

震度計を内蔵し，地震を検知することで解錠す

るキーボックス [3]が実用化されている．また，

居住者等に対し，事前にキーボックスの解錠番

号を周知することで，避難施設の利用を可能と

する運用が提言されている． [1] 

 [2][3]のシステムや運用は，２．１にて述べた

懸念点を解消する可能性がある． 

 しかし，[2][3]のシステムは，避難を行う居住

者等が，キーボックスの存在と利用方法につい

ての知識があることが前提条件である．そのた

め，キーボックスについての知識を持たない居

住者や，一時的に滞在している旅行者による解

錠が不可能である【解錠不能の問題】．また，

事前にキーボックスの解錠番号を周知する運用

は，警備の観点から好ましいとは言えない【防

犯上の問題】． 

 以上の問題を解決するために，施設管理者が

不在であっても必要に応じて解錠が可能である

ことに加えて，キーボックスに関する事前の知

識を持たない居住者等による解錠が可能かつ，

平時における施設の防犯管理に支障をおよぼさ

ないシステムの開発が必要である． 

3. 開発した解錠情報支援システムの概要 
システムは，Linux OS の動作するシングルボー

ドコンピューターである Raspberry Piと，LINE株

式会社から提供されている，LINE BeaconのLINE 

Simple Beacon機能で構成されている（図１）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 システムの概要 
LINE Simple Beacon は，Bluetooth機能を持つ端

末をビーコン端末として利用可能とするデバイ

スの仕様である． 
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Raspberry Pi は，災害情報を気象庁防災情報

XML データベース（データベース）から常時取

得（図 1①災害情報の取得）している．システム

は避難施設の所在する地域において，居住者等

の避難が予想される規模の災害情報を取得する

と，LINE Beacon の機能が Raspberry Pi 上で有効

（図 1②ビーコンの起動）となる． 

 LINE アプリをインストールした居住者等のス

マートフォンが，ビーコンの検知する範囲に侵

入すると(図 1③検知)，LINEアプリはクラウドサ

ーバーに対して Webhook イベントを送信する(図

1④POST）．本システムではクラウドサーバー

に Platform as a Service（PaaS）である Herokuを用

いている．PaaS 上のプログラムは LINE アプリを

通じて，キーボックスの位置・避難施設の解錠

方法を居住者等のスマートフォンに通知する(図

1⑤メッセージ送信指示⑥通知)． 

図２は避難施設に設置するシステム，図 3 は実

際にスマートフォン上の LINE アプリにて，メッ

セージを受信表示させた図である． 

図 2 避難施設に設置するシステム 

図 3 実際に動作する様子 

4.  提案システムの特長 

本システムは，避難施設に設置されている既存

キーボックスと組み合わせることで，施設管理

者不在時の居住者等による解錠を支援する．発

災時，解錠情報を入手する目的での施設管理者

への連絡が不要で，避難施設の解錠が可能とな

る． 

本システムは避難施設の利用が必要と考えられ

る災害の情報を取得した場合にのみ，スマート

フォンへ向けた解錠情報の通知を行うため，平

時の防犯と災害時の確実な解錠の両立が可能で

ある． 

 本システムでは，発災時にのみキーボックス

の解錠情報が通知されること【防犯上の問題の

解決】，解錠のプロセスにおいて施設の解錠を

除いたプロセスを自動化すること【解錠不能の

問題の解決】で，2節で述べた 2 点の問題点を解

決した． 

5. 通知情報の検討 
通知形式について 
本システムでは発災時にのみ居住者に対して通

知を行う．LINE Simple Beacon機能を通じて通知
が可能である形式はテキスト形式・画像形式な
どの LINE アプリ内で利用可能な形式から選択で
きる． 

災害時にはインターネット回線の利用者が一時
的に増加し，回線の輻輳が発生する場合がある．
このことから，データ使用量の多い形式は避け，
軽量な形式が最適であると考えられる． 

通知内容について 
解錠支援に必要な情報として，キーボックスの

設置場所，キーボックスの開け方，施設管理者
の連絡先情報などが考えられる． 

避難を行う居住者等自身が解錠を行うために必

要とする情報の検討のため，キーボックスの設

置がなされている避難場所である，札幌市立屯

田小学校へアンケート形式の調査を行った．調

査を行った 2020 年 9 月の時点で，キーボックス

の設置を行った札幌市から，避難場所の小学校

へのキーボックス解錠に必要な暗証番号は通知

されていないことが判明した． 

6. まとめ  

発災情報に対応して，避難を必要とする居住者
等へ向けて，避難施設の解錠情報の通知を行う
システムを開発し，提案した． 

本システムは既存のキーボックスと組み合わせ
ることで，一刻も早い避難が重要となる災害に
対する効果が期待できる． 
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